
2026年 8月 16日 

主日礼拝 

 

 

礼拝讃美歌⇒388番（KH姉） 

『恵み深きイエス』 

 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 4章 13~15節（MM姉） 

『イエスは答えて言われた。「この水を飲む者はだれでもまた渇く。しかし、わたしが与える水を飲む者は決

して渇かない。わたしが与える水はその人の内で泉となり、永遠の命に至る水がわき出る。」女は言った。「主

よ、渇くことがないように、また、ここにくみに来なくてもいいように、その水をください。」』 

 

（祈り） 

 

礼拝讃美歌⇒503番 

『天つ真清水』 

 

 

聖書⇒ヨハネの手紙一 1章 1~4節（KT姉） 

『初めからあったもの、わたしたちが聞いたもの、目で見たもの、よく見て、手で触れたものを伝えます。す

なわち、命の言について。――この命は現れました。御父と共にあったが、わたしたちに現れたこの永遠の命

を、わたしたちは見て、あなたがたに証しし、伝えるのです。――わたしたちが見、また聞いたことを、あな

たがたにも伝えるのは、あなたがたもわたしたちとの交わりを持つようになるためです。わたしたちの交わり

は、御父と御子イエス・キリストとの交わりです。わたしたちがこれらのことを書くのは、わたしたちの喜び

が満ちあふれるようになるためです。』 

 

（祈り） 

 

 

礼拝讃美歌⇒325番（KH兄） 

『救い主の愛』 

 

 

 

 

 



《パン裂き》 

 

 

聖書⇒レビ記 17章 11節（KH兄） 

『生き物の命は血の中にあるからである。わたしが血をあなたたちに与えたのは、祭壇の上であなたたちの命

の贖いの儀式をするためである。血はその中の命によって贖いをするのである。』 

 

聖書⇒ヘブライ人への手紙 9章 12~14節 

『雄山羊と若い雄牛の血によらないで、御自身の血によって、ただ一度聖所に入って永遠の贖いを成し遂げら

れたのです。なぜなら、もし、雄山羊と雄牛の血、また雌牛の灰が、汚れた者たちに振りかけられて、彼らを

聖なる者とし、その身を清めるならば、まして、永遠の“霊”によって、御自身をきずのないものとして神に

献げられたキリストの血は、わたしたちの良心を死んだ業から清めて、生ける神を礼拝するようにさせないで

しょうか。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒140番 

『小羊の君の流しし血の』 

 

 

《建徳》 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 13章 1~11節（HK兄） 

『さて、過越祭の前のことである。イエスは、この世から父のもとへ移る御自分の時が来たことを悟り、世に

いる弟子たちを愛して、この上なく愛し抜かれた。夕食のときであった。既に悪魔は、イスカリオテのシモン

の子ユダに、イエスを裏切る考えを抱かせていた。イエスは、父がすべてを御自分の手にゆだねられたこと、

また、御自分が神のもとから来て、神のもとに帰ろうとしていることを悟り、食事の席から立ち上がって上着

を脱ぎ、手ぬぐいを取って腰にまとわれた。それから、たらいに水をくんで弟子たちの足を洗い、腰にまとっ

た手ぬぐいでふき始められた。シモン・ペトロのところに来ると、ペトロは、「主よ、あなたがわたしの足を

洗ってくださるのですか」と言った。イエスは答えて、「わたしのしていることは、今あなたには分かるまい

が、後で、分かるようになる」と言われた。ペトロが、「わたしの足など、決して洗わないでください」と言

うと、イエスは、「もしわたしがあなたを洗わないなら、あなたはわたしと何のかかわりもないことになる」

と答えられた。そこでシモン・ペトロが言った。「主よ、足だけでなく、手も頭も。」イエスは言われた。「既

に体を洗った者は、全身清いのだから、足だけ洗えばよい。あなたがたは清いのだが、皆が清いわけではない。」

イエスは、御自分を裏切ろうとしている者がだれであるかを知っておられた。それで、「皆が清いわけではな

い」と言われたのである。』 



聖書⇒ルカによる福音書 22章 26~27節 

『しかし、あなたがたはそれではいけない。あなたがたの中でいちばん偉い人は、いちばん若い者のようにな

り、上に立つ人は、仕える者のようになりなさい。食事の席に着く人と給仕する者とは、どちらが偉いか。食

事の席に着く人ではないか。しかし、わたしはあなたがたの中で、いわば給仕する者である。』 

 

 

聖書⇒マタイによる福音書 11章 28~30節（KH兄） 

『疲れた者、重荷を負う者は、だれでもわたしのもとに来なさい。休ませてあげよう。わたしは柔和で謙遜な

者だから、わたしの軛を負い、わたしに学びなさい。そうすれば、あなたがたは安らぎを得られる。わたしの

軛は負いやすく、わたしの荷は軽いからである。」』 

 

聖書⇒マタイによる福音書 11章 25~27節 

『そのとき、イエスはこう言われた。「天地の主である父よ、あなたをほめたたえます。これらのことを知恵

ある者や賢い者には隠して、幼子のような者にお示しになりました。そうです、父よ、これは御心に適うこと

でした。すべてのことは、父からわたしに任せられています。父のほかに子を知る者はなく、子と、子が示そ

うと思う者のほかには、父を知る者はいません。』 

 

 

礼拝讃美歌⇒133番（KH兄） 

『十字架の苦しみ』 

 

 

 

《建徳要旨》 


